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 研究委員会では現在 9 の研究会活動とトワイライトサロンや研究委員会フォーラム等のイベントを運

営しています．平成 26 年 2 月 1 日現在の各研究会活動と各種イベントの予定などを掲載しますので，ご

興味のある研究会やイベントに是非積極的な参画をお願いいたします． 
 

1. 研究会活動 
 
(1) プロジェクト計画における QFD 応用研究会 

（主査：横山 真一郎 東京都市大学） 
プロジェクト計画立案のための要求整理方法を，

QFD（Quality Function Deployment：品質機能展開）

の考え方を応用して検討しています．今年度は要

件をプロジェクト成果物に整理するための方法を

検討しています．研究会は月 1 回の頻度で開催し

ています． 

＜過去 2 ヶ月の活動実績＞ 
・12 月 12 日：  

プロジェクト早期段階での決断がその後のプロ

ジェクトにどの様な影響を与えるかについての事

例アンケートから，過去のプロジェクトのリスク

対応の整理方法を検討しました．  
・1 月 17 日：  

リスク対応の整理方法を春季研究大会のための

論文として整理した内容を確認し，議論を深めま

した．  

＜今後の予定＞  
・2 月 20 日：研究会開催予定 

（春季大会発表内容の確認） 
 
(2) リスク・マネジメント研究会 
（主査：武井 勲 武井勲リスク・マネジメント

研究所，大阪大学） 
1 ヶ月に 1 回のペースで研究会を開催していま

す．2015 年度春季研究発表大会に向けてプロジェ

クトに潜在するリスクの蓄積・評価に関わる研究

をテーマに会員全員で取り組みます．興味や関心

のある方の入会を募集しています． 

＜過去 2 ヶ月の活動実績＞ 
・1 月 29 日：研究会開催 
「プロジェクトに潜在するリスクの蓄積・評価に

関わる研究」を年間テーマに会員全員で事例を挙

げて調査・研究します．  

＜今後の予定＞ 
2 月 26 日（水）筑波大学大学院東京キャンパス

で例会を開催します． 
 
(3) ソーシャル・プロジェクトマネジメント研究会 
（主査：河合 輝欣 ユー・エス・イー） 
ソーシャル PM の体系化を目指して，社会の基

盤情報システムとしての官公庁プロジェクト等 
に焦点を当てて研究会を行っています． 

＜過去 2 ケ月の活動実績＞ 
現在，当研究会では，社会インフラプロジェク

トの事例研究として，総務省の「ICT 街づくり」

や東日本大震災の復旧・復興の街づくりを研究テ

ーマとし，ICT プロジェクトマネジメントの視点

から，知見・知識の集積を行い，知識や理論の体

系化を試みています．  

・1月10日：研究会開催  
25年度の今までの事例研究（柏市，豊田市，宮

古市）の取りまとめと今後の研究会活動計画につ

いて，意見交換を行いました． 
   ［場所：豊洲センタービル21階 F会議室］ 

内容： 
① 参画しているICT街づくり（総務省）に関して

次年度は更に，複数件(都市)を追加する予定．

（河合主査から） 
② ICT街づくりにおけるPM学会の役割について 

・街づくりのやり方が，其々区々であり，一方

同じ課題も上がっている様なので，ステーク

ホルダーやスコープ等の概念をきちんと意識

し，実証実施時にはPMを定義した方が良い． 
・街づくりにPMの立場で貢献することにより，

PM学会の価値を上げていきたい． 
③ 研究会のゴール 

・「街づくりPMのガイドライン」作りを行う 
・目次案はASPICで作成済みのものがあるので，



 

当研究会では，その「肉付け」を行っていく

イメージではどうだろうか． 
・SPM研究会の活動を，特定地域の街づくりの

プロジェクトに組込むよう働きかけをする． 
・春季大会研究トラックでは，まず活動計画等 
を発表する． 

＜参考＞ 

 
「総務省 ICT街づくり推進会議報告書」より 

＜今後の予定＞ 
・3 月 14 日：研究会開催予定 
 特定地域の街づくりプロジェクトに組込む活動

の中間報告，及び「街づくり PM のガイドライン」

作成計画について 

【問い合せ先】yoshidakn@nttdatacs.co.jp（吉田） 
 
(4) PM 人材育成研究会 

（主査：池田 修一 富士ゼロックス） 
第 5 回連載記事「多様なステークホルダーマネ

ジメント」についての議論および確認を行いまし

た．組織内でのステークホルダーのついての話し

を行い，特 QCD が明確な場合のプロジェクトと

CFT（クロスファンクショナルナル）プロジェク

トを比較して議論されました． 
 また，通年のテーマとなっている「上位層向け

の PM 人材育成」については，プロジェクトと上

位層をつなぐ役割である“目利き（上位層の補佐

役として）”のコンピテンシーについての議論をし

ました．この目利きは， 
・プロジェクトマネジャー（リーダー）と本音で

話しができる 
・機能マネジャーと本音の話しができる 
・経営者と話しができる 

・全体最適が描ける 
等ができることであり，そのためには 
① 組織を理解している 
② プロジェクト状況・進捗を正確に確認できる 
③ 相談に対応できる 
④ 内容を理解でき，論理的に考え，話せる 
のコンピテンシーが必要であるということを理解

しました． 
また，人間としての基本的な行動である 
・有言実行 
・裏切らない 
・正直 
・ぶれない 
といったが前提であり，これを備えるにはどのよ

うな人材育成をしていけば良いかという議論を継

続して行っていきます． 

＜今後の予定＞ 
1月度 「上位層向けの PM 人材育成」についての

議論 第 3 回目 
2月度 第 6 回連載記事「PM のリーダーシップの

新たな視点」についての議論・確認 
3月度 「上位層向けの PM 人材育成」についての

議論 第 4 回目 

＜成果物＞ 
PM 人材育成研究会 連載第 2 部 
・第 2 部プロローグ（西沢） 
・PM に求められる新コンピテンシー（池田） 
・アジャイルプロジェクトマネジメントって何？ 
（伊藤） 

【問い合せ先】pm-com@yahoogroups.jp 
 
(5) パーソナル PM 研究会 
（主査：冨永 章 PM ラボラトリー） 
パーソナル PM は個人向けの PM です．モダン

PM の知恵を活用することはもちろんですが，そこ

には組織の PM では十分扱われない分野もありま

す．目的・目標設定は人生に関わる大事なことで

すし，内発的動機づけ，自信，Self-Efficacy，社会

や周囲への貢献，セルフマネジメントのための習

慣作りやプロフェッショナル・コンピテンシー，

リーダーシップなども，欠かすことのできない追

究分野です． 
これらを 6 カテゴリー24 分野として 2010 年ま

でにまとめましたが，現在は内容の充実とさらな

る有益な応用を追究しています．アイデア，事例，

調査活動を含め，月例会合では自由闊達な討議が

行われています．ゴールはパーソナル PM をモダ

ン PM の 1 領域にすることです．それに沿い，ロ



 

ードマップを毎年更新しつつ，メンバー各自が自

分のテーマを研究しています．本年 2 月にはテー

マをもちより，合宿での検討会を行います． 
2011 年の一般向け書籍出版以来，社会での関心

も徐々に増していることがネットで実感できます．

ごく最近では海外でも関連テーマが少しずつ検討

されるようになってきました． 

＜過去 2 ヶ月の活動実績＞  
・12 月 16 日：第 60 回会合（於 筑波大学東京） 

本年の活動まとめ，合宿計画，成果発表のフォ

ーラム予定検討，自由発表他，自由発表 3 件 
・1 月 17 日：第 61 回会合（於 筑波大学東京） 

合宿準備，春季大会計画，フォーラム予定検討，

自由発表 6 件 

＜今後の予定＞ 
・2 月 15-16 日：第 62 回会合（長野県千曲市にて

合宿）各自の追究テーマによるディスカッション，

春季大会準備 
 
(6) メンタルヘルス研究会 

（主査：前田 英行 日立公共システムエンジニ

アリング） 
メンタルヘルス研究に関するコミュニケーショ

ンの場として活動しています．プロジェクト関係

者のメンタルヘルス問題を予防し，プロジェクト

の成功に貢献することがメインテーマです．毎月

原則第三水曜日に勉強会・情報交換会を実施して

います．お気軽に体験参加してください． 

＜過去 2 ヶ月の活動実績＞ 
・12 月 18 日：第 50 回定例会合開催 
 50 回目の節目の会合ということで，これまでの

研究会の歩みを振り返ると共に，今後の活動につ

いてメンバーで話し合いました．その結果，研究

会史を作成すること，及びメンタルヘルスに関す

る具体的事例をまとめて書籍として出版する計画

が提示され，全員で合意することができました．

書籍の出版については 2014 年内に出版すること

を目標に，大まかな計画を立案しました． 

・1 月 15 日：第 51 回定例会合開催 
PM 学会らしく書籍の出版をプロジェクトと捉

え，その「プロジェクト憲章」をメンバー全員で

検討しました．特に書籍の特徴（≒プロジェクト

を成功させるための工夫）であるケーススタディ

の内容について活発な議論を行いました．さらに

プロジェクトメンバやプロジェクトマネージャ向

けの「心の健康維持，改善」についての提案など，

現場目線で読者に参考となる情報を発信すること

を確認いたしました． 

また春季研究発表大会で発表する大阪ワークシ

ョップの成果内容についてメンバーで議論を行い

ました．ワールドカフェにより暗黙知を抽出しパ

レート分析により優先度の高いメンタルヘルス不

調予防知識を特定したこと，またその結果判明し

た，プロジェクトチームのコミュニケーション向

上とプロジェクトチームのチームワーク強化が重

要な予防項目であることを発表する内容を確認い

たしました． 

＜今後の予定＞ 
・2 月 19 日：第 52 回定例会合開催予定 
・3 月 19 日：第 53 回定例会合開催予定 

【問い合せ先】pmmh_all@googlegroups.com 
 
(7) プロジェクトのデータ解析と見積り研究会 
（主査：梶山 昌之 DSR） 
プロジェクトの規模，工数・コスト・工期・品

質・リスクなどの測定量を正しく分析するためデ

ータ解析手法を学び，見積りおよびプロジェクト

計画への活用法を研究します．日本コスト評価学

会（JSCEA）よりコスト評価に関する知識体系で

ある CEBoK（Cost Estimating Body of Knowledge）
の閲覧許可を得て，プロジェクトマネジメントへ

の活用を研究中です．2014 年春季研究発表大会で

はコストとスケジュールのリスク分析をテーマと

した発表を行うべく準備中です． 

（３）モンテカルロ・モデルの準備：リスク登録簿モデルによる合計リスクの決定 - 混合リスクタイプ

リスク 1 コスト影響度もしくはゼロベルヌーイ分布による選択

リスク 2

リスク n

三角分布による選択

正規分布による選択

三角分布による値

正規分布による値

全ての
リスク項目

リスク値

リスク値

リスク値

リスク項目ごとに

リスク登録簿にお
けるそれぞれの
リスク項目のコス
ト影響が、確率分
布とともに入力さ
れる。

ベルヌーイ分布
がモンテカルロ
仮定に使われる
。他のリスクは、
三角分布、正規
分布、経験則な
どになりうる。

もしベルヌーイ分
布の値が1に等し
い場合は、リスク
はWBS要素に適用
される。他の分布
の場合は、値は分
布から計算される
。

全てのリスク金額が加算される。こ
れがモンテカルロ予測になる。この
段階で、合計リスク分布、平均値、
50パーセンタイル、その他の統計
値を見ることができる。

リスクが契約に加えられる、もしく
は、契約タイプが規定するように、
プログラムコスト、手数料、ROSが
計算される。

… ………

注釈 ： いくつかのリスク
キューブはCfをパーセ
ントとして扱い、いくつか
はCfを金額として扱う。  

 CEBoK Module-9 より引用 

＜今後の予定＞ 
 「コスト・スケジュールのリスク分析」の学習

によって得た知識を元に，プロジェクトマネジメ

ントへの応用という観点で研究を進めます．研究

の成果は，研究発表大会への参加，解説論文への

投稿を行う予定です． 
 会合は 1 回/月を目安に会合を行いますので，ご

興味ある方の参加をお待ちしております．各回の

会合で，前提知識は必要ありませんので，途中参

加の方も歓迎します．研究会メンバーは Excel 統



 

計および CEBoK 研究などの活動で作成したコン

テンツを社内の研修資料や論文作成などに活用で

きます． 
 
(8) ものづくり R&D プロジェクトマネジメント研

究会 
（主査：久保 裕史 千葉工業大学） 
「研究開発（R&D）プロジェクト」で役に立つ

PM の知識体系構築をゴールに据え，産官学 22 名

のメンバーが活動中です． 
本研究会の頭についている「ものづくり」は，

「サービス」や「ことづくり」を包含する「広義

のものづくり」です．では，最近，国内の至る所

で建設が進められている「メガソーラー・プロジ

ェクト」は，私たちが研究の対象とする「ものづ

くり R&D プロジェクト」に含まれるのでしょう

か？ 答は，NO，です．メガソーラーそのものは，

その土地固有の独自性と限られた施工期間という

点からみて分かるように，本来，PM が大活躍する

分野です．しかし，その大半は既に確立された技

術の組み合わせで済み，既に「R＝Research（研究）」

を必要としない段階に入っているといえるでしょ

う．それに対し，我々の研究では「R」の要素を含

む「R&D プロジェクト」を対象としているので，

先ほどの問いに対する答となったわけです．私た

ちは，この「R」こそ，イノベーションの源泉と考

えています． 
一方，現在，様々なコンセプトに基づくスマー

トグリッドやスマートコミュニティの R&D プロ

ジェクトが進行中です．これらは，多様な「R」の

要素を含みますので，我々の研究対象です．昨年

12 月に日本アイ・ビー・エム社で，「ICT を活用

したスマートシティ・プロジェクト」をリードし

ておられる岡村久和氏をお招きし，特別講演会を

開催しました．スマートシティは，従来の B2B ビ

ジネスや，B2C ビジネスとも異なる「B2S (S : 
Social)ビジネス」です．その社会ニーズの実現に

は，企業側のプロジェクトだけでなく，社会に位

置する市民や企業を巻き込んだ共創のプロジェク

トが必要かつ重要，とのご指摘でした．講演の内

容は，交通，物流，住宅，村，農林，エネルギー，

防災，危機管理，等々，広い範囲にわたり，日米

の実例や苦労話も交えながら，大変興味深くお聞

かせ頂きました．日本のものづくり産業にとって

今後，益々重要となるインフラビジネスの R&D プ

ロジェクトのあり方や進め方を考えるうえで，示

唆に富んだ貴重な講演でした． 
＜過去 2 ヶ月の活動実績＞ 
・12 月 19 日：第 10 回定例会，特別講演会 

（於 千葉工大津田沼） 

・1 月 14 日：シンポジウム準備委員会 
・1 月 28 日：第 11 回定例会 

＜今後の予定＞ 
・2 月 14 日：第 1 回シンポジウム参加 
（主催：千葉工大，於 千葉工大津田沼） 
・4 月 24 日：第 12 回定例会 

【問い合わせ先】rd-pm@googlegroups.com 
 
(9) フロネシス PM（知恵ある実践）研究会 
（主査：本間 利久 北海道大学） 

2012 年 10 月に発足した研究会です．この間，11
回の研究会と「ワークショップ 2013 in ソウル」を

実施しました．これまでの研究会の活動内容は学

会誌平成 24 年 12 号,平成 25 年 2 月号～10 月号の

研究会報告に掲載されています． 
研究会名称のフロネシスは，実践的知恵

（practical wisdom）と訳され，倫理や情動，人間

の行為などが加味された総合的な知恵を意味して

います．また，プロジェクトも，知識，技術，実

践の総合知であることを考えると，プロジェクト

マネジメントの知識・技術を実践の場で活かすに

は，単体のプロジェクト（PMBOKⓇガイド）を取

り巻いている世界（①人間関係のスキル②一般的

なマネジメント知識・スキル③プロジェクト環境

の理解④適用分野の知識・標準・規制）を考慮す

る必要があります．このことがプロジェクトマネ

ジメントの賢い実践につながります． 
そのため，①②③の組織文化の違いの理解，乖

離を埋める方策および新体系の創出・実践的知恵

を探求し，その研究成果を外部に発信していくこ

とを研究会の目的としています． 

＜過去 2 ケ月の活動実績＞ 
12 月 19 日（木）第 12 回研究会を（株）アスカ

プラニングで開催し，次年度開始予定の連載記事

の全体タイトルについて，研究会の活動趣旨およ

び連載記事の執筆者の意見を参考にして，自由討

論の結果「社会・文化的視点から PM 実践知を身

につける」としました．また，研究委員会におけ

る出版予算とコピーライトの審議状況の説明をう

けて，コピーライトの進捗状況を研究委員会に問

い合わせることにしました．2014 年春季研究発表

大会の研究会トラックでは，WS2013 in Seoul の内

容を参加型意見交換会の成果を含めて発表するこ

とにしました．さらに次年度の研究会活動として，

海外 WS 開催，講演会の企画および東京以外での

研究会開催と研究会日程について意見交換しまし

た．最後に，学会誌 Vol.15, No.5 および＠pm.Letters 
82 に掲載された WS2013 in Seoul の報告記事の紹



 

介と PMI 日本支部関西ブランチの創生研究会の設

立経緯と活動紹介がありました． 
1 月 23 日（木）第 13 回研究会を（株）アスカ

プラニングで開催し，研究委員会から照会のあり

ました WS 等での講演に関する出版権覚書につい

て検討の結果，了承することとしました．また学

会編集委員会からの要望により，当初予定の連載

記事をトピックス記事とし，第 1 回連載記事を本

間主査と永谷副主査が担当することとしました．

特に文化情報学的アプローチによる PMBOK®ガ

イドの知識エリアの記述量の傾向分析を通して，

研究会の役割と活動目的・内容を紹介することに

しました．最後に，塩田委員から第 2 回連載記事

内容「チェンジマネジメントとしての PMO 確立の

考察」についての説明がありました．その主な内

容は，プロジェクトのグローバル化にともなう常

識の違い・感情的対立の 4 つの要因分析例から，

執筆者の体験を踏まえプロジェクトを成功に導く

提言として，ガバナンスとオペレーション標準の

使い分け・コミュニケーション（対話と相互信頼）

およびひな型となる成果の重要性・日本の本社主

導を超えたグローバル化を成功させる 5 つのコン

ピテンシーが紹介されました． 

＜今後の予定＞ 
第 14 回研究会は，2 月 27 日（木）（株）アスカ

プラニングで開催を予定しています． 
2014 年度の研究会活動として，第 19 回を 7 月

18 日（土）大阪，第 20 回を 8 月 7 日（木）札幌

で研究会の開催を予定しております．また，金顕

哲教授（ソウル大学国際学院）の講演会を 7 月東

京および 8 月札幌で開催する予定です．さらに，

海外での WS をインドネシアまたはマレーシアで

の開催を予定しています． 
 
2. その他 
 
活動中の研究会への参加や，新規研究会活動に

関する問い合わせは下記までご連絡お願いします． 

【問い合せ先】 
研究委員会委員長 藤原 良一 
fujihara-ryoichi@mdis.co.jp 

研究委員会委員  吉田 賢吾 
yoshida-kengo@mdis.co.jp 

研究委員会委員  赤羽根 亮子 
akabane-akiko@mdis.co.jp 
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